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頭
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あ
い
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つ
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）

今
月
の
表
紙
：
子
育
て
世
代
の
つ
な
が
り
の
場
づ
く
り
に
取
り
組
む
「
は
ぐ
も
ぐ
食
堂
」
で
お
も
ち
つ
き
開
催
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年頭のごあいさつ
　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で
健
や

か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
、
雲
南
市
議
会
で
は
選
挙
を
経
て
新
た

に
19
人
の
議
員
が
誕
生
し
、
11
月
28
日
の
臨
時

会
に
て
議
長
、
副
議
長
お
よ
び
常
任
委
員
会
の

構
成
が
刷
新
さ
れ
、
第
6
期
目
が
ス
タ
ー
ト
い

た
し
ま
し
た
。
こ
の
た
び
私
が
議
長
に
就
任
す

る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
深
く
感

じ
て
お
り
ま
す
。
市
政
の
発
展
と
議
会
の
さ
ら

な
る
活
性
化
に
尽
力
す
る
所
存
で
す
の
で
、
皆

様
の
ご
指
導
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
能
登
半
島
地
震
や
豪
雨
災
害
な
ど
、

全
国
で
多
く
の
自
然
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
県
内
で
は
島
根
原
子
力
発

電
所
2
号
機
が
再
稼
働
し
ま
し
た
。
市
議
会
と

し
て
も
安
全
確
保
を
最
優
先
に
、
中
国
電
力
株

式
会
社
へ
働
き
掛
け
て
ま
い
り
ま
す
。

松松ま
つ
ま
つ

林林
ば
や
し

ば
や
し

孝孝た
か
た
か

之之ゆ
き
ゆ
き

雲
南
市
議
会
議
長
　

　
一
方
、雲
南
市
は
市
制
施
行
20
周
年
を
迎
え
、

記
念
式
典
で
は
初
代
市
長
へ
の
名
誉
市
民
顕
彰

や
特
別
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
新
た
な
「
第
3
次
雲
南
市
総
合
計
画
」
を

策
定
し
、「
え
す
こ
な 

雲
南
市
」
を
未
来
像
と

し
て
掲
げ
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
へ
向
け

て
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
と
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た

令
和
元
年
か
ら
議
会

Ｃ
Ｔ
化
を
推
進
し
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
導
入
し
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
6
月

定
例
会
か
ら
完
全
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
図
り
、

コ
ス
ト
軽
減
、
効
率
化
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を

実
現
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
今
後
は
議
会
の
デ

ジ
タ
ル
化
の
一
端
と
し
て
、
不
測
の
事
態
に
も

対
応
す
る
た
め
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム

の
導
入
も
視
野
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
人
口

減
少
や
少
子
化
・
高
齢
化
と
い
っ
た
課
題
に
立

ち
向
か
い
な
が
ら
、
市
議
会
と
し
て
も
「
雲
南

市
議
会
基
本
条
例
」
に
則
り
、
開
か
れ
た
議
会

運
営
を
め
ざ
し
、改
革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
の
干
支
は
「
乙き

の
と
み巳
」
で
す
。
巳
は
脱
皮

を
繰
り
返
す
象
徴
と
さ
れ
、
再
生
や
柔
軟
な
発

展
を
意
味
し
ま
す
。
こ
の
精
神
の
も
と
、
雲
南

市
が
さ
ら
に
成
長
を
遂
げ
る
一
年
と
な
る
よ
う

尽
力
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

2市報うんなん 2025.1

年頭のごあいさつ
　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
令
和
７
年
の
初
春
を
迎

え
ら
れ
た
こ
と
、心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
、
雲
南
市
市
制

施
行
20
周
年
記
念
行
事
の
開
催
を
は
じ
め
、
市

内
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
が
盛
況

に
開
催
さ
れ
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
心
を
ひ
と
つ

に
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
合
併
21

年
目
を
迎
え
る
令
和
7
年
が
、
さ
ら
に
雲
南
市

の
魅
力
が
広
が
る
明
る
い
1
年
と
な
る
よ
う
願

う
と
こ
ろ
で
す
。

　
昨
年
12
月
に
は
、
雲
南
市
の
、
今
後
10
年
間

の
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
と
方
向
性
を
示
す
「
第

3
次
雲
南
市
総
合
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
雲
南
市
に
は
、「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
」、「
自

然
と
調
和
し
た
暮
ら
し
」、「
豊
か
な
歴
史
と
文

化
」
な
ど
、
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
魅
力
が
あ

り
ま
す
。
こ
う
し
た
魅
力
を
次
世
代
に
つ
な
い
で

い
く
、
そ
の
た
め
に
も
新
し
い
発
想
で
変
え
る
べ

き
も
の
を
変
え
て
い
く
た
め
「
変
わ
ら
ず
、
変

石石い
し
い
し

飛飛と
び
と
び

厚厚あ
つ
あ
つ

志志しし

雲
南
市
長

え
る
」
と
い
う
言
葉
を
基
本
理
念
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
将
来
像
は
「
え
す
こ
な 

雲
南
市
」
と

し
、「W

ウ
ェ
ル

ell-b

ビ
ー
イ
ン
グ

eing f

フ
ォ
ー

or a

オ
ー
ル

ll U

う

ん

な

ん

N
N
A
N

」
み
ん

な
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
、
を
め
ざ
し
今
後
も

持
続
可
能
な
ま
ち
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
昨
年
4
月
か
ら
木
次
線
へ
の
乗
り
入
れ
が
始

ま
っ
た
観
光
列
車
「
あ
め
つ
ち
」
の
運
行
に
つ

い
て
は
、
市
内
各
種
団
体
に
よ
る
出
迎
え
、
沿

線
の
皆
様
に
よ
る
手
振
り
で
歓
迎
し
て
い
た
だ

き
大
変
好
評
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
木

次
線
の
周
遊
観
光
や
情
報
発
信
に
引
き
続
き
取

り
組
み
、
利
用
促
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
あ
ら
ゆ
る
世
代
が
い
き
い
き
と
心
豊
か
に
暮

ら
し
続
け
て
い
く
た
め
、
住
宅
施
策
や
Ｕ

タ
ー
ン
施
策
の
推
進
を
は
じ
め
、
人
権
意
識
の

向
上
や
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
振
興
な
ど
も
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
3
年
に
発
生
し
た
災
害
か
ら
の
復
旧
事

業
は
、
完
了
に
向
け
て
着
実
に
進
捗
し
て
い
ま

す
。
ま
た
長
年
に
わ
た
り
改
良
工
事
が
進
め
ら

れ
て
き
た
大
東
地
内
の
主
要
地
方
道
松
江
木
次

線
の
改
良
工
事
は
、
本
年
度
中
の
完
成
が
見
込

ま
れ
、
国
道
54
号
の
拡
幅
工
事
と
ビ
ジ
ネ
ス
ホ

テ
ル
の
建
設
に
つ
い
て
も
順
調
に
進
展
し
て
お

り
、地
域
の
活
性
化
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
本
年
3
月
に
は
、
国
と
市
が
協
力
し

て
行
っ
て
き
た
斐
伊
川
の
河
川
敷
公
園
の
整
備

が
完
了
し
、
共
に
桜
の
季
節
を
迎
え
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
７
年
の
十
二
支
は
巳み

年
で
、
再
生
や
変

化
を
繰
り
返
し
柔
軟
に
発
展
し
て
い
く
年
だ
と

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
新
し
い
年
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、
市

民
の
皆
様
と
と
も
に
一
歩
一
歩
力
強
く
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
、
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
お
祈
り
し

て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。



種　　　別 員数 氏　　　名　（◎◎委員長　○○副委員長）

議　　　　　長 1 　松林　孝之
副　　議　　長 1 　原　　祐二
監　査　委　員 1 　中村　辰眞

議会運営委員会 6 ◎矢壁　正弘　　○石原　　忍　　　多賀　法華　　　安田　栄太
　梶谷　佳平　　　上代　和美

常
任
委
員
会

総 務 常 任 委 員 会 6
(7)

◎梶谷　佳平　　○石原　　忍　　　渡辺　重光　　　後藤　昭三
　原　　祐二　　　佐藤　隆司

教育民生常任委員会 6 ◎上代　和美　　○多賀　法華　　　竹部　貴博　　　吾郷　希穂
　福間　　守　　　中村　辰眞

産業建設常任委員会 6 ◎安田　栄太　　○廣野　祐二　　　原　　良太　　　高橋美佐子
　中林　　孝　　　矢壁　正弘

特
別
委
員
会

議会広報広聴特別委員会 8 ◎多賀　法華　　○原　　良太　　　吾郷　希穂　　　石原　　忍
　廣野　祐二　　　渡辺　重光　　　後藤　昭三　　　原　　祐二

予算審査特別委員会 18 ◎中林　　孝　　○高橋美佐子　　　（議長を除く全議員）

島 根 原 子 力 発 電
対 策 特 別 委 員 会 7 ◎梶谷　佳平　　○福間　　守　　　吾郷　希穂　　　石原　　忍

　渡辺　重光　　　高橋美佐子　　　中林　　孝

事
務
組
合
等

雲 南 市・ 飯 南 町
事 務 組 合 議 会 議 員 6 　竹部　貴博　　　福間　　守　　　後藤　昭三　　　安田　栄太

　原　　祐二　　　松林　孝之

雲南広域連合議会議員 7 　廣野　祐二　　　渡辺　重光　　　多賀　法華　　　上代　和美
　矢壁　正弘　　　佐藤　隆司　　　松林　孝之

　雲南市議会臨時会を令和６年11月28日（木）に開催し、次のとおり議会構成を決定しました。

雲南市議会　議会構成雲南市議会　議会構成

種　　　別 氏　　　　名

教 育 委 員 菅
すが
原
はら
　純
じゅんこ
子

監 査 委 員 渡
わたなべ
部　彰

あき
夫
お

公 平 委 員 会 委 員 勝
かつ
部
べ
　新
しん
治
じ
　　　岡

おか
田
だ
　志

し
保
ほ
　　　中

なか
川
がわ
　修

しゅういち
一

　同臨時会において次のとおり各委員についても議会から任命・選任の同意を得ました。
【問】教育総務課　℡0854-40-1071・監査委員事務局、公平委員会事務局　℡0854-40-1005

種　　　別 氏　　　　名

選 挙 管 理 委 員 会 委 員 石
いし
飛
とび
　安
やす
弘
ひろ
　　　井

い
田
だ
　員
かず
子
こ
　　　金

かな
森
もり
　憲
けん
吉
きち
　　　梶

かじ
蔦
つた
　瑞
みず
惠
え

　同臨時会において選挙により次のとおり選出されました。
【問】選挙管理委員会　℡ 0854-40-1090
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【問】議会事務局　℡ 0854-40-1004

◆投票者数、投票率
投票者数 投票率

雲南市議会議員一般選挙 20,676人 69.64％
※選挙当日有権者数は29,688人です。
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雲南市議会議員一般選挙 選挙結果・議員紹介雲南市議会議員一般選挙 選挙結果・議員紹介

議席
番号

写　真氏
　名

年
齢

出身町　当選回数
党　派

掲載内容掲載内容

1
竹た
け
部べ

　貴た
か
博ひ
ろ

36 三刀屋町　①
歳 無所属

2
原は
ら

　
　良り

ょ
う
た太

42 大東町　①
歳 無所属

3
吾あ

郷ご
う

　希き

穂ほ

43 大東町　①
歳 無所属

4
福ふ
く
間ま

　
　守ま

も
る

48 大東町　①
歳 無所属

5
石い
し
原は
ら

　
　忍し

の
ぶ

58 大東町　①
歳 無所属

6
廣ひ
ろ
野の

　祐ゆ
う
二じ

64 木次町　①
歳 無所属

7
渡わ
た
な
べ辺

　重し
げ
光み
つ

65 掛合町　①
歳 無所属

8
後ご

藤と
う

　昭し
ょ
う
ぞ
う三

66 三刀屋町　①
歳 無所属

9
高た
か
橋は
し
美み

佐さ

子こ

68 大東町　①
歳 無所属

10
多た

賀が

　法の
り
華か

45 三刀屋町　②
歳 無所属

11
安や
す
田だ

　栄え
い
太た

48 大東町　②
歳 無所属

12
梶か
じ
谷た
に

　佳よ
し
平ひ
ら

69 加茂町　②
歳 無所属

13
上じ
ょ
う
だ
い代

　和か
ず
美み

66 大東町　③
歳 日本共産党

14
中な
か
ば
や
し林

　
　孝た

か
し

70 加茂町　③
歳 無所属

15
中な
か
村む
ら

　辰た
つ
眞ま

60 木次町　④
歳 公明党

16
矢や

壁か
べ

　正ま
さ
弘ひ
ろ

67 大東町　④
歳 無所属

17
佐さ

藤と
う

　隆た
か
司し

63 木次町　⑤
歳 無所属

18
原は
ら

　
　祐ゆ

う
二じ

62 三刀屋町　④
歳 無所属

19
松ま
つ
ば
や
し林

　孝た
か
之ゆ
き

59 加茂町　④
歳 無所属

　任期満了に伴う雲南市議会議員一般選挙が令和６年11月10日に告示され、定数19に対し21人が立候補
しました。
　これにより、11月17日に雲南市議会議員一般選挙の投開票が行われ、選挙結果は次のとおりでした。

【問】選挙管理委員会　℡ 0854-40-1090、議会事務局　℡ 0854-40-1004



6市報うんなん 2025.1

吉よ
し

山や
ま 

治
お
さ
む

　副
市
長

　退
任

　
令
和
６
年
12
月
８
日
付
け
で
吉
山
治
副
市
長
が
ご
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
以
前
に
は
雲

南
６
町
村
合
併
協
議
会
の
事
務
局
次
長
と
し
て
着
任
さ
れ
、「
雲
南
市
」
発
足
に
向
け

て
多
大
な
る
ご
助
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
松
江
市
副
市
長
、
島
根
県
東
京

事
務
所
長
、
島
根
県
市
長
会
事
務
局
長
を
歴
任
さ
れ
、
令
和
２
年
12
月
９
日
に
雲
南
市

副
市
長
と
し
て
就
任
。
各
関
係
機
関
と
の
連
携・調
整
を
円
滑
に
図
り
、各
種
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
の
立
ち
上
げ
な
ど
、
市
民
と
行
政
の
協
働
を
も
と
に
庁
内
外
で
の
協
力
体

制
の
構
築
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

【問】環境政策課　℡ 0854-40-1033

脱炭素に向けたブレスト会議　開催脱炭素に向けたブレスト会議　開催
　雲南市のエネルギー転換に向け
たブレスト会議（アイデアを出し
合う会議）を11月12日（火）に木
次経済文化会館チェリヴァホール
で開催し、事業者、高校生、関係
者を含む約50人が参加しました。
　冒頭の基調講演では、ＮＰＯ法人
おっちラボ副代表理事の白

しら
石
いし
章
しょうじ
二

さんよりさまざまな発電方法や課題、小水力発電の可能性について講
演いただき、感想や気付いたことを参加者同士で意見交換しました。
　続いて、４人の参加者からエネルギー転換に向けての取り組み事
例や課題について紹介いただき、それぞれのテーマのグループに分
かれ、アイデアを出し合い、全体で共有しました。

　出雲大東駅で、令和５年 11月に引退したトロッコ列車「奥出雲おろち号」
で実際に使用されていた座席を展示しています。
　26年間暑い日も、寒い日も、雨の日も木次線を走り続けてきたため、座席の
あちらこちらに頑張って走ってきた証が見られます。

トロッコ列車 トロッコ列車 奥出雲おろち号奥出雲おろち号 の座席を設置しています の座席を設置していますトロッコ列車 トロッコ列車 奥出雲おろち号奥出雲おろち号  の座席を設置していますの座席を設置しています

【問】木次線利活用推進協議会（交通政策室）　℡ 0854-40-1014

基調講演の内容について
意見交換をする様子

会議に参加された皆さん

　実際に座席に座ると、車窓の景色や、線路を走る音、
たくさんの人とのふれあいなどが思い起こされます。
　ぜひ、出雲大東駅にお越しいただき、ご覧ください。

　　 設置期間 　３月31日（月）まで（予定）
　　 設置場所 　出雲大東駅　駅舎内

　今後の展示をはじめ、木次線の情報をI
イ ン ス タ グ ラ ム

nstagramで発信しています。ぜひフォローして
ください。 ▲Instagram
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　近年の熱中症警戒アラートの発生状況や学校プール施設
の老朽化などを踏まえ、令和７年度から市内の小・中学生
の水泳の授業は、加茂Ｂ＆Ｇ海洋センターラソンテの屋内
プール施設を利用して実施します。
　これに伴い、授業でプールを利用している時間帯は、プー
ル施設の利用ができなくなります。
　利用される皆さんにはご迷惑をお掛けしますが、ご理解
ご協力をお願いします。

小中学校の水泳授業の
利用に伴う

プール施設の利用制限プール施設の利用制限

加茂Ｂ＆Ｇ海洋センターラソンテ

制限期間など

そ　の　他

●制限対象 ：  すべてのプール施設 
※ 25ｍプール、幼児用プール、歩行用プール、リラクゼーション 

プール
●期　　間 ： ５月12日（月）～９月30日（火） 

※  ７月18日（金）～８月31日（日）は夏休み期間中となるため終日利
用できます。

●日　　時 ：月曜日～金曜日　９:00～13:00

●�アリーナ、トレーニングルーム、会議室など、プール以外の施設の利用制限は
ありません。
●�期間中の更衣室の利用は、児童生徒とはスペースを区切って利用することとし

ます。

【問】スポーツ文化振興室　℡0854-40-1073【問】スポーツ文化振興室　℡0854-40-1073



※ツーリズム：学びなどのテーマのある旅行。

Eat  Localななりわいをつくる

街並みをデザインするDIT

day2 

day3 

阿用収穫祭

会話とWell-being

デジタルと地域と子どもたち

※

※

※ウェル

【問】政策推進課　℡0854-40-1011【問】政策推進課　℡0854-40-1011
主催：政策推進課　企画・運営：NPO法人おっちラボ主催：政策推進課　企画・運営：NPO法人おっちラボ

イート

ビーイング

ローカル
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　　宮
みやみや

内
うちうち

舎
やや

　小
お

倉
ぐら

綾
あや

子
こ

さんから農地・山
の案内を、広島県竹原市“田

た
万
ま

里
り

家
や

”の
井
い

本
もと

喜
よし

久
ひさ

さんから「限界集落を農の力で
再生する事業」のお話を伺いました。

　中澤建設／ K
キ ル タ
ILTA雲南の中澤太

だい
輔
すけ

さん、工務店「アトリエ
結
ゆう

」を講師に、木次の街中にある空き家を皆で利活用できる
スペースにするため、参加者全員で DIT（D

ドゥー
o I

イット
t T

ト ゥ ギ ャ ザ ー
ogether）

を行いました。市内からの参加者も多く、壁面塗装などを中
心に交流しました。

　木次町斐伊地区のお祭りに、コミュニティナースの
方々と共に参加しました。近所の方を訪問してコミュ
ニティナースの現場も学びました。

　大東町阿用地区「田舎米づくり体験」の収穫祭に参加し、
地元の皆さんと交流を深めました。

　木次町のピコテラスで行われたイベントに参加しました。
子どもたちがデジタル機器を使って作った作品を紹介いただ
きました。

※Eat�Local：�その土地でつくられた食べ物をその土地
で消費すること。

※DIT：空間を協力し合って共につくること

※Well-being：�身体的にも、精神的にも、そして社会的にも、すべてが満
たされた状態

　全体を通じて地元の方や文化に触れる機会がとても印象的で
した。地域が個を支える取り組みやチャレンジを支援する仕組
みを通じて、大人の方が自分の背中を見て育つ存在がいること
に自覚をもっていることも大きいと体験を通じて感じました。

　実際に木を伐採する現場やたたらなど、通常
では立ち入ることができない場所を見せていた
だくことで、数百年の歴史の営みを感じること
ができました。

参加者の方からのコメント

「やおよろずの“変人”迎え祭」
かえびと

を開催しました
25日㊎～

27日㊐

10月「やおよろずの“変人”迎え祭」
かえびと

day1 
雲南市のこれまで

星空レストラン

里山ツーリズム×森の人育て
※

※里山ツーリズム：�里山の自然やその地域の文化・
人々とのふれあいを楽しむ旅行

Eat  Localななりわいをつくる

街並みをデザインするDIT

day2 

day3 

阿用収穫祭

会話とWell-being

デジタルと地域と子どもたち
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　市では、地域の未来をつくる次世代を発掘・育成する取り組みとして、地域課題解決やまちづ
くりにつながる起業や新規事業づくりを応援しています。
　その一環として、まちづくり実践者のための学び合いのコミュニティ「S

シ ー ド
eedラボ」を運営し、

７つのテーマを設け、勉強会や企画の実践などを行っています。今回は、Seedラボの集大成と
して「やおよろずの“変人”迎え祭」を開催し、北は北海道、南は熊本県から、26人の方々が
参加しました。
　Seedラボの７つのテーマを３日間かけて体感してもらい、地域の方と参加者が混ざり合う３
日間となりました。参加者は、自身の地域に思いを馳せつつ、地域の方と混じり合いながら、雲
南らしさをじっくり堪能しました。一部の参加者はイベント終了後も継続的に雲南市のまちづく
りに関わっていただいています。

　雲南市が歩んできた歴史や、チャレンジの文
化について参加者に説明しました。県外からの
参加者からも質問が多く挙がり、より深く雲南
を理解できる場となりました。

　K
カ ヌ カ
ANUKA P

パ ー ク
ARKの鹿

か
糠
ぬか

俊
しゅ

二
んじ

さんにお越しいただき、
参加者の目の前で猪肉を調理いただきました。たき火を
囲み、語り合うことで一日の振り返りを
行いました。

　重要有形民俗文化財である当時の製鉄施設
や、たたらで栄えた街並みを訪ね、当時の営み
をご紹介いただくツアーも開催しました。

たたら製鉄を巡るガイドツアー

　かみくの桃源郷にて、森林浴体験や
木の伐採見学と搬出、木のスプーン作
成などを体験しました。
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市内からの出品牛２年連続グランドチャンピオン
島根中央子牛共進会

　10月25日、島根中央子牛共進会が島根中央家畜市場（松江市）
で開催されました。島根県東部から36頭の雌

めす
子
こ
牛
うし
が出品され、雲

南市からは６人の皆さんに雌子牛を出品いただきました。
　審査の結果、門

かど
脇
わき
久
ひさ
幸
ゆき
さん（大東町）の「さち号」が第１区の首

席を受賞し、さらに第１区・第２区を合わせた総合１位のグランド
チャンピオンに輝きました。
　門脇久幸さん（大東町）　さち号／グランドチャンピオン（総合１位）
　第１区優秀賞首席／第１区特別賞：部位賞（品位の部）

ジェンダーギャップの解消について考える
雲南市男女共同参画シンポジウム

　10月27日、令和６年度雲南市男女共同参画シンポジウムを木次経
済文化会館チェリヴァホールで開催しました。
　基調講演では、前兵庫県豊岡市長の中

なか
貝
かい
宗
むね
治
はる
さんに「なぜジェン

ダーギャップの解消が必須なのか ―女性に選ばれないまちと企業
と地域に未来はない―」と題し、国内外から注目されている豊岡市
での取り組みについて講演いただきました。その後、市内事業所な
どから５人が登壇し、雲南市の現状について意見交換を行いました。

▲門脇久幸さんと「さち号」

▲講演する中貝さん

松笠ご縁の館10周年記念特別公演
松笠歌舞伎の特別公演（松笠ご縁の館市）

　11月４日、松笠ご縁の館市が松笠交流センターで開催され、地
域内外から多くのお客さんが来場しました。
　館内では、金

かね
築
つき
朋
とも
子
こ
さんによる音楽健康講座、路上詩人こーたさ

んによる書道パフォーマンスが披露され、最後には雲南市合併20
周年・松笠ご縁の館開館10周年を記念して松笠素人芝居「松笠歌
舞伎2024」が披露されました。
　また会場では、松笠そばや手作り料理、地元野菜などの出店があ
り、来場者はグルメや買い物を楽しみました。 ▲演目「御

お
目
め
見
み
得
え
だんまり」

加茂中２年生が赤ちゃんとのふれあい体験
　10月30日、加茂中学校２年生40人は児童福祉の学習の一環とし
て７組の親子をはじめ、母子健康保健推進員、子育て支援センター
職員などの専門家を加茂中学校体育館に招き、赤ちゃんとのふれあ
い体験を行いました。生徒たちは、保護者や専門家に教えてもらい
ながら赤ちゃんを抱っこしたり、あやしたりしたほか、保護者から
赤ちゃんのことや子育てについて話を聴きました。
　その後は、雲南市の保健師から児童福祉の歴史や行政の取り組みの
説明を聴き、クイズを通して、子どもの権利などについて学びました。 ▲赤ちゃんを抱っこする生徒
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「尾道松江線」全線開通10周年記念式典
　11月４日、中国横断自動車道「尾道松江線」全線開通10周年を
記念して広島県三次市で記念式典が開催されました。
　祝賀行事として三次東Ｊ

ジャンクション
ＣＴ付近で植樹式が行われ、雲南市は「笹

部桜」の苗木を植樹しました。
　式典の後には「中国やまなみ街道沿線ネットワーク会議」主催の
シンポジウムが開催され、沿線の観光関連の施設・団体関係者約
200人が集まりました。全線開通後の観光・産業への効果や山陰・
山陽を結ぶ交通のより一層の活用に向け、意見が交わされました。

▲沿線自治体の首長らによる「繋がろう」コール

第９回尾原ダムさくらおろち湖
湖上花火開催

　11月９日、尾原ダムさくらおろち湖湖上花火が「さくらおろち
湖で花火打ち揚げ隊」（隊長　亀

かめ
山
やま

幹
みき

生
お

さん）の主催により、さく
らおろち湖周辺で開催され、市内外よりたくさんのお客さんが訪れ
ました。
　子どもたちのカウントダウンで打ち上げられた花火は湖面を彩
り、お客さんからは歓声や「きれい」といった声が上がっていました。
　また当日は音楽イベント「U

う ん な ん
NNAN M

ミュージック
USIC F

フ ェ ス テ ィ バ ル
ESTIVAL」など

３つのイベントも同時開催され、午前から一日中にぎわいました。 ▲さくらおろち湖の湖上を彩る花火

西日登小学校開校150周年記念イベント
　11月10日、西日登小学校開校150周年記念イベントが西日登小
学校で行われ、児童、保護者、地域の方など約200人を超える方々
が参加しました。
　西日登小学校の開校記念事業は、地域の方と共に祝えるよう、地
域の方を招いて、５月に運動会、７月に開校記念集会を開催されてき
ました。開校150周年記念イベントでは、「児童が開校150周年に向
けて制作した動画の視聴」と「復元した西日登小学校旧校歌の披露」
などが行われ、児童と地域の方々はともに新旧の校歌を斉唱しました。 ▲校歌を斉唱する在校生たち

吉田小学校創立150周年記念式典
　11月９日、吉田小学校創立150周年記念式典が吉田小学校で開
催され、児童、保護者、地域の方など約100人が出席しました。
　記念事業実行委員会 藤

ふじ
原
はら

文
ふみ

雄
お

委員長は、地域や関係者に感謝の
言葉を述べ、「今後も吉田小学校が未来に続くよう一層のお力添え
をお願いする」と主催者代表あいさつを述べました。その後、藤原
委員長より糸

いと
賀
が

昌
まさ

幸
ゆき

校長と代表児童２人に記念品が贈呈され、続け
て糸賀校長は「学校が地域社会に愛され、信頼される場であり続け
るよう全力を尽くす」と述べられました。 ▲記念式典に参加された皆さん
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田井小学校開校150周年記念式典
　11月16日、田井小学校開校150周年記念式典が田井小学校で開催
され、児童の保護者、地域の方々、関係者など約150人が参加しました。
　記念事業実行委員会　川

かわ
角
すみ

和
かず

人
と

委員長は「小学校は地域にとって
中心であると考え、連携して子どもたちの成長の手助けになればと
思っています」と主催者代表あいさつを述べ、続けて記念品の目録
を横

よこ
田
た

輝
てる

昭
あき

校長に贈呈しました。後半からは児童も出席し、学習発
表会が行われたほか、会場全体で「田井の四季」と校歌の斉唱、児
童への記念品贈呈が行われました。 ▲「田井の四季」を斉唱する在校生と参加者

寺領小学校開校150周年記念式典
　11月10日、寺領小学校開校150周年記念式典が日登交流セン
ターで開催され、全校児童、保護者や地域の方など約250人が参加
しました。
　主催者である記念事業実行委員会　佐

さ
藤
とう

弘
ひろ

之
ゆき

実行委員長が学校の
歴史などに触れ、「長い歴史を振り返ると先人の努力と苦労が歴史
と伝統を積み重ねてきました。寺領小が地域の中心で輝き続けるこ
とを願います」と話されました。その後、児童代表６人が学校の良
い点や思い出などを発表し、続けて全校児童で校歌を斉唱しました。

スペシャル！雲南☆まいもんの日
学校給食で雲南市合併20周年をお祝いしました
　市内の学校給食では、月に１回、「雲南☆まいもんの日」を定め、
市内産食材を特に多く使用した献立を提供し、食育と地産地消の推
進をしています。
　11月13日、市制施行20周年を記念し、プレミアムつや姫たたら
焰
ほむらまい

米や吉田町で生産されたオロチノツメと市内産の赤ワインを入れ
たソースをかけた奥出雲和牛のサイコロステーキ、市内中学生が考
案した野菜の和え物など雲南市産の食材をたくさん使用した５品な
どの特別献立を提供しました。

▲校歌を斉唱する在校生たち

▲特別献立の給食を食べる児童（吉田小学校）

児童が“食”と“職”を学習！
「味覚の一週間」®の授業が加茂小で開催されました！
　11月13日、味わう楽しみや食文化と向き合う食育活動「味覚の一
週間」® の「味覚の授業」® が「味覚の一週間」® 実行委員会島根県支部
の主催により加茂小学校で開催され、５年生約50人が参加しました。
　授業では F

フ ー ド
ood M

マ リ コ
arico 上

うえ
田
だ

まり子
こ

代表取締役と松江しんじ湖温
泉なにわ一水の板前　野

の
津
つ

卓
たく

也
や

さんが講師となり、児童は鰹と昆布
でとっただしや島根県産の食材などを味見し、舌で感じる味や味と
嗅覚の関わりについて学んだほか、仕事をするうえで大切なことな
どの話を聴きました。 ▲調味料を味見する児童

雲南コミュニティ
ハイスクール

高校生ニュース
ＵＣＨ！

vol.33
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　このコーナーでは、日本一チャレンジに優しい教育環境で学ぶ市内高校生の姿を伝え
ていきます。今回は、雲南式探究プログラム※での高校生の姿をお知らせします。

 高校生の声 
● 普段知ることができない大人の方々の価値観を知り、

自分の中の価値観と照らし合わせて聞くことができ
ました。ゲストの方の仕事内容に魅力を感じたので、
進路選択の一つの候補になりました。

● 仕事には大きな責任が伴うことと同時に多くのやりが
いがあることを知って、仕
事をすることが楽しみにな
りました。今の学校生活を
大事にして将来に生かして
いけるようにしたいです。

 教員の声 
● ゲストの方々が人生の経験の中で感じた苦労や失敗

談を聞いて、今後の進路や人生において一歩踏み出
す勇気につながったのではないかと思います。

 参加した社会人の声 
● 高校生と接する機会がなく、少し不安な気持ちもあ

りましたが、いろんな質問もしてくれて楽しかった
です。自分のやりたいことや思いを持っている高校
生が多くて、頼もしく感じました。

● 大人になり自分を振り返る時間はなかったので、と
ても良い機会となり、高校生からたくさんのパワー
をもらいました。高校生の姿は地域を勇気づけるこ
とにつながると思うので、これからも全力で高校生
活を充実させ
てください。

　大東高校１年生52人と三刀屋高校１年生154人は、11月に市内で働く社会人の
皆さん計27人を迎え、多様な地域の大人の価値観に触れ、深く知ることを通じて、
地域や多様性について考える「ゲストトーク」に臨みました。

▲高校生に想いを伝えるゲスト

▲高校生とゲストの対話の様子

掛合に灯るイルミネーション
かけイルミ2024点灯

　地域自主組織「掛合自治振興会」が主催し、学校を始めさまざま
な団体と協力して開催される「かけイルミ」。８年目を迎えた今年は

「ちいさな町の手作りイルミネーション」と題して実施されています。
　11月30日、その点灯イベントが道の駅掛合の里緑地公園で行わ
れ、市内外よりたくさんのお客さんが訪れました。点灯カウントダ
ウンでは、会場の皆さんでカウントダウンを行い、イルミネーショ
ンが点灯した際には拍手や歓声が起きました。
　 点灯期間 　１月６日（月）まで　17：30～22：00 ▲イルミネーションを楽しむ来場者たち

社会福祉チャリティー
第18回雲南市民歳末余芸大会開催

　12月１日、第18回雲南市民歳末余芸大会を三刀屋文化体育館ア
スパルで開催し、約1,000人が来場しました。
　19組の団体・個人が歌や踊りなどを披露したほか、お楽しみ抽
選会も行われ、観客を楽しませました。
　特別出演として、少年の主張全国大会で奨励賞を受賞した田

た
本
もと

怜
りょうか

花さん（木次中学校）が「つながりの中に生きて」を朗読され、
続けて石飛市長によるウクレレの弾き語りが披露されました。
　なお、この大会の収益金は、市内の社会福祉事業に活用されます。 ▲三刀屋保育所の園児による太鼓演奏

※ 市内３高校で取り組む、自分を知り、地域（他者）から学び、社会（誰か）のために行動することを
体感するプログラム
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雲
南
病
院
だ
よ
り

雲
南
病
院
だ
よ
り

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
当
院
へ

の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
有
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
ご
あ

い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
は
、「
２
０
２
５
年
問
題
」
に
向
け

て
国
が
進
め
る
地
域
医
療
構
想
の
目
途
の

年
を
迎
え
ま
す
。
地
域
全
体
で
適
切
な
医

療
体
制
の
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
す
で

に
そ
の
先
に
あ
る
「
２
０
４
０
年
問
題
」
も

見
据
え
る
必
要
が
出
て
き
ま
し
た
。
２
０
２

５
年
問
題
は
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上

の
後
期
高
齢
者
に
な
り
、
医
療
・
介
護
の

必
要
度
が
急
増
す
る
と
い
う
課
題
で
す
が
、

２
０
４
０
年
問
題
は
、
人
口
減
少
と
少
子

高
齢
化
が
さ
ら
に
進
み
、
医
療
・
介
護
を

支
え
る
現
役
世
代
の
働
き
手
が
減
少
す
る

こ
と
で
、
社
会
全
体
の
持
続
可
能
性
が
問

わ
れ
る
と
い
う
課
題
で
す
。
言
い
換
え
れ
ば

２
０
２
５
年
問
題
は
「
医
療
・
介
護
の
受

け
皿
づ
く
り
の
問
題
」、
２
０
４
０
年
問
題

は
「
医
療
・
介
護
の
支
え
手
確
保
の
問
題
」

と
も
言
え
ま
す
。

　
こ
う
し
た
変
化
は
皆
様
の
日
々
の
生
活
に

も
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
ま
す
。
特
に
、

地
域
で
の
支
え
合
い
や
健
康
管
理
の
意
識
を

高
め
、
生
活
の
質
を
保
ち
な
が
ら
医
療
資

源
を
賢
く
使
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ

う
。

　
生
活
の
質
と
言
え
ば
、
近
年
「W

ウ
ェ
ル

e
ll-

b

ビ
ー
イ
ン
グ

e
in
g

」
と
い
う
言
葉
が
随
所
で
見
聞
き

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

個
人
の
健
康
や
幸
福
、
生
活
の
質
を
総
合

的
に
捉
え
る
概
念
で
、
住
民
が
幸
福
を
感

じ
る
こ
と
の
で
き
る
地
域
に
は
人
が
住
み
続

け
、
移
住
も
期
待
で
き
る
とい
う
こ
と
か
ら
、

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
への
対
策
と
し
て

も
注
目
さ
れ
て
い
る
概
念
で
す
。
こ
れ
は
日

本
語
に
置
き
換
え
る
と
「
いい
塩
梅
」
とい
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　
当
院
で
は
、
昨
年
４
月
に
「
雲
南
市
未

来
型
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
し
ま

し
た
が
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
目
的
は
、
市
内

の
医
療
、
介
護
に
携
わ
る
施
設
や
ス
タ
ッ
フ

を
有
機
的
に
結
び
付
け
、
医
療
・
介
護
の

狭
間
に
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
た
め
の
仕

組
み
づ
く
り
を
す
る
こ
と
で
、
ま
さ
に
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
実
現
に
取
り
組
む
部
署
で

す
。

　
新
し
い
年
を
迎
え
、
地
域
の
健
康
と
福

祉
を
支
え
る
役
割
を
改
め
て
意
識
し
つつ
、

本
年
も
市
民
の
皆
様
が
生
き
生
き
と
、「
い

い
塩
梅
」
で
活
躍
で
き
る
よ
う
、
職
員
一

同
が
全
力
で
職
務
に
励
む
こ
と
を
お
誓
い
申

し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
引
き
続
き
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新年のごあいさつ新年のごあいさつ

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
年
が
皆
様
に
とって
、
良

い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
元
日
の
能
登
半

島
地
震
か
ら
始
ま
り
、
８
月

の
宮
崎
県
で
発
生
し
た
地

震
に
伴
い
南
海
ト
ラ
フ
地
震

臨
時
情
報
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
台
風
、
災
害
級

の
豪
雨
で
、
日
本
各
地
で
大

き
な
混
乱
と
被
害
が
出
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
自
然
災
害

は
、
いつ
我
が
身
に
降
り
か
か

る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
出
雲

の
神
様
が
守
っ
て
く
れ
る
は
ず

で
す
が
、
我
々
も
日
頃
か
ら
の

災
害
への
準
備
、
防
災
の
意

識
が
必
要
で
す
。

　
さ
て
病
院
で
起
こ
る
医
療

事
故
（
医
療
現
場
で
発
生
す

る
人
身
事
故
全
般
）・
医
療

過
誤
（
医
療
事
故
の
な
か
で
、

医
療
機
関
、
医
療
従
事
者
の

過
失
に
よ
る
も
の
）
は
、
災

害
と
同
じ
で
、
いつ
・
ど
こ
で

発
生
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
医
療
事
故
・
医
療

過
誤
は
起
き
な
い
・
起
こ
さ

な
い
こ
と
が
大
前
提
で
す
が
、

起
こ
り
え
ま
す
。
そ
の
た
め
発

生
を
最
小
限
に
す
る
工
夫
と
、

人
的
被
害
を
最
小
限
に
す
る

準
備
が
必
要
で
す
。

　
医
療
過
誤
を
除
く
医
療

事
故
は
病
院
施
設
・
設
備

の
改
善
で
最
小
限
に
で
き
ま

す
。
当
院
は
さ
ら
に
施
設
・

設
備
の
改
善
を
進
め
、
患
者

様
へ
安
全
・
安
心
な
療
養
環

境
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
務

め
ま
す
。
一
方
、
医
療
過
誤

は
、
人
為
的
な
単
純
な
ミ
ス

に
よ
る
事
故
で
、
注
意
し
て

い
れ
ば
防
げ
た
、
正
規
の
方

法
で
行
え
ば
発
生
し
て
い
な
い

は
ず
の
事
故
で
す
。
発
生
す

る
と
病
院
の
信
頼
が
揺
ら
ぎ

ま
す
。
我
々
、
医
療
従
事

者
の
ミ
ス
を
最
小
限
に
す
る
工

夫
と
、
ミ
ス
を
し
て
も
人
的

被
害
が
出
な
い
よ
う
修
正
で

き
る
体
制
づ
く
り
が
必
要
で

す
。
そ
の
シ
ス
テ
ム
が
医
療
安

全
体
制
で
す
。
当
院
は
現

在
、そ
の
医
療
安
全
体
制
を
、

島
根
大
学
附
属
病
院
や
そ
の

他
の
第
三
者
機
関
の
ご
協
力
、

ご
助
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

改
善
・
改
革
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
今
後
雲
南
市
立
病
院
は
、

さ
ら
に
医
療
安
全
体
制
を
強

化
し
、
近
隣
住
民
の
皆
様
に
、

安
心
し
て
受
診
し
て
い
た
だ
け

る
病
院
、
ま
た
安
全
・
安
心

の
医
療
を
提
供
で
き
る
病
院

を
め
ざ
し
て
、
精
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
今
年
も
雲
南
市
立

病
院
を
よ
ろ
し
く
お
願
いい
た

し
ま
す
。

病
院
事
業
管
理
者
　
大お
お

　
谷た
に

　
　
順
じ
ゅ
ん

院
　
長
　
西に
し

　
　
英ひ
で

　
明あ
き
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保健師をめざしたきっかけは？
　幼い頃から病院に行くことも多く、医療職に就きた
いと思っていました。
　保健師をめざそうと思ったきっかけは、看護実習の
時に、「早く病院に行っていればよかった」、「健康に
気を付けておけばよかった」という患者さんの声を聞
いたことです。そして、その前段階である予防に携わ
れる仕事をしたいと思い保健師をめざしました。

雲南市立病院の魅力はなんだと思いますか？
　健康診断を受けた当日に保健指導があり、必要があ
れば直接受診につなげることができることであると思
います。検診を受けることだけでなく、その後も大事
であるため、医療が必要な人をつなげることができる
環境があることは魅力の一つであると思っています。

仕事には慣れましたか？
　入職して７ヵ月があっという間に過ぎました。分か
らないことばかりで勉強の毎日です。この７ヵ月で健
診業務をはじめ、健康教室や出前講座などの経験をし、
その中で先輩方からさまざまなことを教わり、仕事に
慣れていくことができました。

職場の雰囲気はどうですか？
　明るく、和気あいあいとした雰囲気で、楽しく仕事
をしています。
　分からないことも聞きやすく、何か課題があると課
内で話し合い、解決できる環境が整っており、とても
働きやすいです。

仕事をするうえで嬉しかったことはありますか？
　健康教室や出前講座で参加者の方が満足そうに帰ら
れたときや、健康に少しでも関心をもってもらうこと
ができたときはとてもうれしいです。

今後の目標を教えてください
　保健指導はまだしていませんが、今後指導していく
上で、対象者が少しでも自分の健康に興味をもち、健
康の維持・増進できるように支援できるようになるこ
とが目標です。

住民の皆さんが健やかに自分らしく生活できる
ように支援できる保健師をめざして

新新入職員紹介入職員紹介

　病院では毎年さまざまな職種のスタッフが入職し、働いています。
　これからたくさんの知識と経験を積み、雲南市立病院というステージ
で患者さんのために活躍していく新入職員にフォーカスし、それぞれの
担当業務や仕事への思いなどを紹介します。

採血の様子 問診の様子

私のとある一日  
　８：３０　出勤
　　　　　　健診業務（問診）

１２：００　休憩

１３：００　集団予防接種準備
　　　　　　（インフル・新型コロナ）

１３：３０　集団予防接種（前半）

１５：００　集団予防接種（後半）

１６：１５　片付け
　　　　　　事務作業

１７：１５　退勤

フォーカス
FOCUS

保健推進課 保健師

阿
あ

川
が わ

 美
み

優
ゆ

入職１年目
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令和６年12月２日から現行の健康保険証は発行されなくなり、
マイナ保険証が基本となりました。
　令和６年12月１日より前に発行された健康保険証は最長１年間、その有効期限が切れるまで使えま
す。お手元の健康保険証の有効期限をご確認ください。
　健康保険証の有効期限が切れたあとは、「資格確認書」が交付されます。ただし、マイナ保険証を持っ
ていない方に限定されます。「資格確認書」は今の健康保険証と同じように医療機関の窓口で見せるだ
けで使えます。

マイナンバーカードでの保険資格確認
①確認方法
　現行の健康保険証による保険資格確認は、１ヵ月に１回、診察終了後、４番窓口で行って
いました。今後マイナ保険証での保険資格確認は、毎回、受け付け時に、再来受付機横に設
置してある顔認証付きカードリーダーで、患者さん自身で行ってください（確認方法が分か
らないときは、病院スタッフに声を掛けてください）。

②カードリーダーの設置場所

③受け付けの順番

④カードリーダーの使用方法

マイナンバーカードの保険証利用マイナンバーカードの保険証利用
（マイナ保険証）について（マイナ保険証）について

顔認証または暗証番号を選択

個別同意の場合は複数の質問が
表示されます。

顔認証の場合
再来受付機横に
設置しています

❶マイナ受付

↓
❷診察受付

の順にお願い
します。

❶

❷
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先日いただいた質問はこれです。

「スマートフォンの使い過ぎは、
健康に悪いですか」

　現在、スマートフォンの普及は圧倒的で、日本の
人口の90％以上がスマートフォンを所有しています。
一方で、その使用が健康にどのような影響を与えるの
かは明らかになっていませんでした。

　実は、最近の研究では、
「スマートフォンの使い過ぎが、
　　心臓病につながっている可能性があること」

が明らかになっています。

　スマートフォンの使い過ぎによって、睡眠時間やそ
の質の低下、精神的ストレスの増加、神経衰弱につな

がることが原因のようです。これは若年や中年の方だ
けでなく、高齢の方にも当てはまるデータのようです。
さらに、スマートフォンの使い過ぎは運動量の低下に
もつながり、心臓病以外の慢性疾患にもつながりそう
ですね。

　スマートフォンはとても便利ですが、自分の健康を
考えながら、健全な使い方を身に付けていきたいです
ね。

　では、引き続き健康に気を付けな
がら健やかにいきましょう。

◇試験区分、採用予定人数および受験資格
　採用は看護師、薬剤師は令和６年度中または、令和７年４月１日の予定です。言語聴覚士、一般事務職は、
令和７年４月１日の予定です。

試験区分 採用予定人数 受験資格

看護師 若干名 昭和59年４月２日以降に生まれた方で、看護師の免許を有する方（免許取
得見込みの方含む）

薬剤師 若干名 昭和59年４月２日以降に生まれた方で、薬剤師の免許を有する方（免許取
得見込みの方含む）

言語聴覚士 １人 平成６年４月２日以降に生まれた方で、言語聴覚士の免許を有する方（免
許取得見込みの方含む）

一般事務職
（行政職） 若干名 平成７年４月２日以降に生まれた方で、高校卒業程度の学歴を有する方

◇会計年度任用職員（フルタイム・パート）
職　　種 募集人数 資格等
看護師 若干名 看護師免許を有する方

調理師（員） 若干名
看護補助者 若干名

※詳細をハローワークに掲載しています。

　募集期間、試験日時などの詳細は、雲南市立病院ホームページ（https://unnan-hp）に掲載しているほ
か、雲南市立病院　総務課人事係（℡：0854-47-7532）までお問い合わせください。

雲南市立病院職員 現在募集中！！雲南市立病院職員 現在募集中！！

このシリーズでは総合診療医が患者さんからいただいた質問をもとに市民の皆さんが
困っている症状や疑問について解説します。

総合診療医が答える

第52回：「スマートフォンの使い過ぎは心臓病になりやすい」
「こんな「こんな症状症状やや疑問疑問  持持っていませんかっていませんか？？」」
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福
ふくしま

島 菜
な こ

心ちゃん（木次町）
正
まさき

樹さん・由
ゆ い

衣さんのお子さん
生まれてきてくれて、無事に大きく
なってくれてほんとーーに嬉しいよ❗
１歳のお誕生日、おめでとう

��

小
こ や ま

山 風
ふ う と

翔ちゃん（大東町）
　恭
きょうへい

平さん・里
り な

奈さんのお子さん　
１歳のお誕生日おめでとう㊗
可愛い 笑顔にいつも癒されてるよ✨
これからも元気にすくすく育ってね��

小
お が わ

川 蓮
れ い

生ちゃん（大東町）
　　　　　　　　　　　　　　　　　
１歳のお誕生日おめでとう��
これからもたくさんの笑顔でみんなを
癒してね✨　大好きだよ❤

縫
ぬ い べ

部　旭
あさひ

ちゃん（大東町）
　　　　　　　　　　　　　　　　　
お誕生日おめでとう❤ 生まれてきてく
れてありがとう�� お兄ちゃんと仲良く
元気に大きくなってね❣ 大好きだよ��

子育て情報をひとまとめにしたサイトです。ぜひ、活用ください。
http://kosodate-unnan.jp または、右記の二次元コードから

子育てポータルサイト　

ゆっくり、子育て。雲南市

わが家の
EHOPEHOP

1月で満１歳おめでとう1月で満１歳おめでとう

２月で満１歳（令和６年２月生まれ）のお子さんを募集！
写真に①お子さんの名前（ふりがな）、②お子さんの誕生日、③保護者の名前（ふりがな）、④保護者の名前の掲載希望の有無、
⑤住所、⑥電話番号、⑦コメント（40字程度）を添え、郵便またはE-Mailで１月８日(水)までに広報広聴課へ送付ください。

　【問】広報広聴課 ℡0854-40-1015　
　※スマートフォンで撮影される場合、顔のアップを撮影されると枠にきれいにおさまらないことがありますので注意ください。
　※市ホームページおよび子育てポータルサイトにも「わが家のHOPE」を掲載します。
　※お送りいただく個人情報は「わが家のHOPE」以外の目的には使用しません。
　※ 郵便物またはメールが届きましたら、広報広聴課から「到着確認」の連絡をします。投稿後、当課から連絡がないときは問い合わせください。

郵送される場合の宛て先
　〒 699-1392　雲南市木次町里方 521-1
　雲南市役所広報広聴課「わが家の HOPE」係

E-Mail を送られる場合の宛て先
　kouhoukouchou@city.unnan.shimane.jp
　（タイトルは「わが家の HOPE」としてください。）
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問い合わせ先：保健医療政策課　℡0854-40-1040

　
主
な
結
果
と
し
て
、
地
域
ぐ
る
み
の

減
塩
の
普
及
啓
発
で
明
ら
か
な
減
塩
効

果
が
認
め
ら
れ
、
特
に
60
代
女
性
で
効

果
的
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
地
域
レ
ベ
ル
で
減
塩
に
成

功
し
た
研
究
事
例
は
限
ら
れ
て
お
り
、

ポ
ス
タ
ー
発
表
（
写
真
）
時
に
は
多
く

の
参
加
者
か
ら
「
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
効

果
が
得
ら
れ
た
の
か
」
と
い
っ
た
質
問

が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
究
か
ら
、
減
塩
の
た
め
の

食
環
境
づ
く
り
の
推
進
は
、
地
域
住
民

の
減
塩
に
有
効
で
あ
る
可
能
性
を
示
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
成
果

を
踏
ま
え
、
現
在
、
関
係
部
局
と
連
携

し
な
が
ら
、
全
市
的
な
減
塩
促
進
の
取

り
組
み
に
も
着
手
し
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
研
究
所
で
は
、
確
か
な
研

究
成
果
に
基
づ
く
健
康
づ
く
り
の
推
進

に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　
令
和
６
年
10
月
30
日
㈬
、
札
幌
市
で

開
催
さ
れ
た
第
83
回
日
本
公
衆
衛
生
学

会
学
術
総
会
に
お
い
て
、
本
市
で
の
健

康
づ
く
り
の
取
り
組
み
成
果
に
関
す
る

研
究
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
研
究

は
、
令
和
２
年
度
か
ら
５
年
度
ま
で
島

根
県
の
モ
デ
ル
事
業
（
し
ま
ね
健
康
寿

命
延
伸
強
化
事
業
）
の
一
環
と
し
て
大

東
町
幡
屋
地
区
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
取

り
組
ん
で
き
た
「
元
気
で
長
生
き
！
幡

屋
減
塩
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
効
果
検
証

の
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
担
当

保
健
師
を
中
心
に
、
雲
南
保
健
所
、
東

京
大
学
、
島
根
大
学
、
当
研
究
所
か
ら

な
る
共
同
研
究
チ
ー
ム
を
構
成
す
る
こ

と
で
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
効
果
を

学
術
的
か
つ
専
門
的
な
観
点
か
ら
分
析

し
て
評
価
を
し
ま
し
た
。

　（参考資料：厚労省「健康に配慮した飲酒に関するガイドライン」）
　年末年始は飲酒の機会が増える季節です。お酒は適量であればストレスや
緊張を和らげ、血行を良くするなどの効果があります。しかし、適量を超え
ると糖尿病や高血圧、脂質異常症などの生活習慣病やがんの原因となり、さ
らには依存症になってしまうなど心身に悪影響を及ぼします。お酒を推奨す
るものではありませんが、飲むときは節度を守って楽しい飲酒にしましょう。

◆お酒を飲むときのポイント　◆お酒を飲むときのポイント　
　・自分で決めた飲酒量を守って楽しむ　　　・飲酒前、飲酒中に食事を摂る
　・飲酒の合間に水や炭酸水を飲む　　　　　・少しずつゆっくり飲酒する
　・１週間のうちに飲酒しない日をつくる
　・飲酒後はしっかり水分を摂り、入浴や運動は控えてゆったりと過ごす

◆自分の飲酒量やアルコールの依存度を詳しく知りたい方はこちら◆自分の飲酒量やアルコールの依存度を詳しく知りたい方はこちら
「A

オーディット
UDIT」ＷＨＯ作成のスクリーニングテスト（久里浜医療センターのホームページより）

https://kurihama.hosp.go.jp/hospital/screening/audit.html

◆適切な飲酒量とは◆適切な飲酒量とは
　心身に影響を与えるのは飲んだお酒の種類や量ではなく「純ア
ルコール量」です。１日の適度な飲酒量は純アルコールで20ｇ
程度とされています。年齢や性別、体質の違いによって影響が違
うため、女性や高齢者、少量の飲酒でも顔が赤くなる、気分が悪
くなるような方はさらに少ない量を推奨されています。

参加者（中央）からの質問に答えている様子
（右：筆頭発表者の市保健師、左：研究所員）

こんにちは、

です。
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保健師保健師保健師保健師

※この二 次 元コードをス マートフォン などで 読 み 取ると研 究 所 ホーム ペ ージ が
   閲 覧 できます 。

※

身 体 教 育 医 学 研 究 所うん なん ( ℡ 0 8 5 4 - 4 9 - 9 0 5 0 )
健 康 づくりに 役 立 つ 情 報 や 、 研 究 所うん なん の 活 動 を 紹 介！

こげな
こと

しとー
ます！

研究所
うんなん

日
本
公
衆
衛
生
学
会
で
研
究
発
表

研
究
成
果
に
基
づ
く
健
康
づ
く
り
活
動

ご存じですか？ 適切なお酒の量と付き合い方

【純アルコール20ｇのお酒の量の目安】
酒 類 アルコール度数 純アルコール20ｇ相当
ビール 　５％ ５００ｍｌ
酎ハイ 　７％ 約３５０ｍｌ

ストロング缶 　９％ 約２８０ｍｌ
日本酒 １４％ １８０ｍｌ（１合）
ワイン １４％ １８０ｍｌ
焼酎 ２５％ １００ｍｌ

ウイスキー ４２％ ６０ｍｌ
純アルコール摂取量が男性40ｇ、女性20ｇ以上を超えると生活習
慣病のリスクが高まるといわれています。

（二次元バーコード）
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国際交流員（CIR）スーキ・パチェコ・ジャン・ポールの異文化交流コーナー国際交流員（CIR）スーキ・パチェコ・ジャン・ポールの異文化交流コーナー

第37話「年末年始」第37話「年末年始」

　昨年の年末は家族に会えなかったので、中南米が恋し　昨年の年末は家族に会えなかったので、中南米が恋し
かったです。かったです。
　昨年11月に県外研修会に行った時に「今週は和食を　昨年11月に県外研修会に行った時に「今週は和食を
休憩して、和食以外を食べよう」と思い付き、横浜市で休憩して、和食以外を食べよう」と思い付き、横浜市で
５日間グルメ巡りをして、メキシコ料理を２回食べました。５日間グルメ巡りをして、メキシコ料理を２回食べました。
　アイルランド人とフランス人の国際交流員と中南米の　アイルランド人とフランス人の国際交流員と中南米の
味を一緒に楽しんでいると、「ね、ジャン、お正月の予味を一緒に楽しんでいると、「ね、ジャン、お正月の予
定が空いていたら、私たちお金を出すから、ベネズエラ定が空いていたら、私たちお金を出すから、ベネズエラ
料理作ってくれない」と聞かれたのです。料理作ってくれない」と聞かれたのです。
　とてもうれしい提案でした。実家で家族と過ごせない　とてもうれしい提案でした。実家で家族と過ごせない
中で、友達ぐるみの集まりでベネズエラ料理を作ってあ中で、友達ぐるみの集まりでベネズエラ料理を作ってあ
げられることに心が温もりでいっぱいになりました。げられることに心が温もりでいっぱいになりました。
　里帰りせずにクリスマスやお正月を過ごすのは初めて　里帰りせずにクリスマスやお正月を過ごすのは初めて
ではないですが、海を隔てた遠い国に引っ越して以来、ではないですが、海を隔てた遠い国に引っ越して以来、
友達との時間や故郷の味（およびそれに似た味）もかな友達との時間や故郷の味（およびそれに似た味）もかな
り癒しになっています。り癒しになっています。

　愛しいベネズエラ料理　愛しいベネズエラ料理
ではなかったですが、懐ではなかったですが、懐
かしい気持ちになれてよかしい気持ちになれてよ
かったです。かったです。

マイ ストーリーズマイ ストーリーズ

　　　　　　暮らしの身近な場所で、市民の方発案での“おせっかい会議”が開催されてい
ます。11月５日㈫は、多世代交流施設ほほ笑み（三刀屋町）で三刀屋高校生が発案者とし
て実施し、普段なかなか出会うことがない多世代の地域住民の皆さん７人が参加しました。

【参加した方からの声】
参加者A「�簡単で面白くてとても楽しいゲームでした。また今度集まりが

あるからやってみたいです」
参加者Ｂ「�若い世代とゆっくり話す機会をもてて嬉しかったです。自分に

は（若い世代へ）伝えたいことがこんなにたくさんあるんだと
いうことに気付きました」

発案者の方「�自分たちが考えたゲームで一緒に楽しめたのが嬉しいです。
みんなが仲良くなるきっかけになるといいな」

　三刀屋高校生が「いつまでも元気で楽しく暮らせる関係づくり」を
テーマに、地域住民と交流する探究活動の一環としておせっかい会議
を行いました。学生たちは、ジェスチャーゲームや文字並べ替えゲー
ムなど、年齢や性別を問わず楽しめる内容を考案し実践しました。自
らインストラクター役を務めて初心者でも気軽に参加できるように分
かりやすくルールを説明し、協力し合える仕組みを盛り込むことで参
加者同士の自然な会話が促され、笑顔あふれる場となりました。
　地域住民の皆さんは久しぶりの再会や新たな交流の機会を得て、心
と体の元気づけと世代を超えたつながりが深まる機会となりました。

【問い合わせ先】政策推進課　℡0854-40-1011・おせっかい会議事務所　℡0854-47-7272【問い合わせ先】政策推進課　℡0854-40-1011・おせっかい会議事務所　℡0854-47-7272

地域おせっかい会議＠三刀屋地域おせっかい会議＠三刀屋
地域の人たち同士が仲良くなれるゲーム地域の人たち同士が仲良くなれるゲーム
　　　　　　　　～いつまでも元気で楽しく暮らせる関係づくり～　　　　　　　　～いつまでも元気で楽しく暮らせる関係づくり～

市内の
チャレンジを
応援して
ください!!

市内の
チャレンジを
応援して
ください!!

HH
ハ ッ ピ ーハ ッ ピ ー

appyappy  NN
ニューニュー

ewew  YY
イヤーイヤー
earear

UU
う ん な んう ん な ん

nnannnan!!

地域おせっかい会議とは
あなたの「得意」や「やりたい」を生か
して、誰かの心と身体の元気を応援でき
る場です。あなたのおせっかいも募集中
です。気軽にお問い合わせください。

グルメ巡りでは、タコスが出たら電光石火の勢いで食べきって
しまったので、友人が撮ったものを借りました。

撮影：㊧アンジ・スワン　㊨ヘザー・ケリー

文字並べ替えゲームで脳トレしながら一緒に遊びました！
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・
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生
委
員
・
児
童
委
員
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。

　
狩か
り

野の

　
　
保た
も
つさ
ん（
大
　

東
　

町
）

【
担
当
区
域
】

　
大
東
町
新
庄
（
新
庄
西
、
新
庄

東
、
新
庄
南
、
グ
ラ
ン
デ
４
、
グ

ラ
ン
デ
５
）

【
退
任
者
】

　
日ひ

野の

俊し
ゅ

二ん
じ

郎ろ
う

さ
ん（
大
　

東
　

町
）

　
令
和
６
年
10
月
８
日
ま
で

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設

人
権
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
４-

42-

１
７
６
７

　
出
雲
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
と

松
江
地
方
法
務
局
出
雲
支
局
で
は

次
の
と
お
り
特
設
人
権
相
談
所
の

開
設
を
し
ま
す
。

　
毎
日
の
生
活
の
中
で
、
悩
み
事

や
困
り
事
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
大
東
町
】

開
設
日
：
２
月
５
日
㈬

時
　
間
：
10
時
か
ら
正
午
ま
で

場
　
所
：
大
東
総
合
セ
ン
タ
ー

突
然
の
停
電
に 

　
　
　
　
備
え
ま
し
ょ
う

防
災
安
全
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
２
７

　
こ
れ
か
ら
の
時
期
、
降
雪
に
よ

る
倒
木
、
電
線
へ
の
着
雪
な
ど
で

停
電
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
突
然
の
停
電
で
慌
て
な
い
よ

う
に
事
前
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
停
電
の
際
は
落
ち
着
い
て
灯
り

を
確
保
し
、
近
所
も
停
電
し
て
い

な
い
か
ど
う
か
確
認
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
自
宅
だ
け
の
場
合
は
自

宅
の
設
備
の
不
具
合
の
可
能
性
が

高
い
で
す
。
確
認
方
法
を
家
族
な

ど
で
話
し
合
っ
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
防
災
ラ
ジ
オ
、
告
知
放
送
端
末

等
の
乾
電
池
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
電
池
切
れ
の
ま
ま
で
は
停
電

時
に
端
末
が
使
え
な
く
な
り
ま

す
。
１
年
を
目
安
に
定
期
的
な
交

換
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
長
時
間
の
停
電
に
備
え
、
今
の

う
ち
か
ら
家
族
で
の
話
し
合
い
、

準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
例
）懐
中
電
灯
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン

ロ
、
電
源
の
い
ら
な
い
ス
ト
ー
ブ

な
ど

　
中
国
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
　
停
電
情
報
「
停
電
に

な
っ
た
ら
」

https://w
w

w
.energia.co.jp/

nw
/safety/teiden/index.htm

l 

【
問
い
合
わ
せ
先
】

中
国
電
力
出
雲
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ

ン
タ
ー

℡
０
１
２
０-

３
１
１-

９
５
７

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

※ 

電
話
は
込
み
合
い
、
つ
な
が
り

に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
ス
マ
ホ
で
の
確
認
が
便
利
　
　

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
で

詳
し
い
状
況
が
確
認
で
き
ま
す
。

〈二次元コード〉

２
０
２
５
年 

農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
実
施

広
報
広
聴
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
１
５

　
農
林
水
産
省
お
よ
び
島
根
県
、

雲
南
市
で
は
、
２
月
１
日
現
在
で

「
２
０
２
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」

を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
今
後
の
農
林
業

の
政
策
に
役
立
て
る
た
め
に
５
年

ご
と
に
実
施
さ
れ
る
大
切
な
調
査

で
す
。

　
市
内
の
農
家
や
林
家
を
は
じ

め
、
す
べ
て
の
農
林
業
関
係
者
を

対
象
に
調
査
を
行
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
お
宅
や
会
社
な
ど
に
調
査
員

が
調
査
に
伺
い
ま
し
た
ら
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

社会教育課　℡0854-40-1073

月19日（日）1
facebook、LINEアカウントで配信中！
家族で取り組める活動を市公式の

うんなん家庭の日
毎月第３日曜日は

健康推進課　℡0854－40－1045

毎月１９日は食育の日
産地を応援しよう

地域でとれた農林水産物
や被災地食品等を消費す
ることで、食を支える農林
水産業や地域経済の活性

化、環境負荷の低減につなげましょう。
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お
知
ら
せ

子
育
て
・
保
健
・
福
祉

募

　
　集

イ
ベ
ン
ト
情
報

そ
の
他

暮
ら
し
・
手
続
き

申
告
準
備

【問】市民生活課　℡ 0854-40-1031

←マイナ保険証について詳しい情報はこちらから検索
　（政府広報　マイナ保険証）

マイナ保険証をお持ちでなくても、医療を受けられます。
　令和６年12月２日に、現行の健康保険証は新たに発行されなくなり、マイナ保険証を基本とす
る仕組みに移行しました。
　マイナ保険証への切り替えがお済みでない方も、保険者から申請不要で交付される「資格確認書」
でこれまでと同じように保険診療を受けられます。
　今お持ちの保険証は有効期限まで利用できます（最大令和７年12月１日まで）。有効期限が切
れる場合でも必要な方には「資格確認書」が交付されます。

●マイナ保険証をお持ちでない方
　申請不要で保険者から届けられる「資格確認書」で保険診療を受けられます（資格確認書送付の
タイミングは加入している保険者へお問い合わせください）。
●令和７年７月末までに新たに後期高齢者になった方
　申請不要でマイナ保険証をお持ちの方へも、お持ちでない方へも「資格確認書」をお届けします。
●マイナ保険証を持っているが、マイナ保険証での受診が困難な方（障がいがある方など）
　保険者へ申請いただくことで「資格確認書」が交付されます。

　診療履歴に基づいた、より良い医療が受けられるなど、便利で安全なマイナ保険証への切り替え
をご検討ください。マイナンバーカードをお持ちの方は、顔認証付きカードリーダがある、医療機
関や薬局の受付でもマイナ保険証の利用登録ができます。
　また、雲南市ではマイナンバーカードを作りたい方へさまざまな申請サポートを行っています。
　詳しくは市民生活課にお問い合わせください。

申
告
準
備

申
告
準
備

要
介
護
認
定
者
の
障
害
者

控
除
認
定
書
の
発
行

長
寿
障
が
い
福
祉
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
４
２
　

　
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
方
は
、
令
和
６
年
12
月

31
日
現
在
の
認
定
状
況
に
よ
り
、

所
得
税
法
や
地
方
税
法
上
の
障
害

者
控
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

■
認
定
の
基
準

　
所
得
税
法
や
地
方
税
法
に
基
づ

き
、
次
の
基
準
に
よ
り
「
障
害
者

控
除
」
ま
た
は
「
特
別
障
害
者
控

除
」
の
対
象
者
で
あ
る
こ
と
を
認

定
し
、
認
定
書
を
発
行
し
ま
す
の

で
、
確
定
申
告
の
際
に
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

※ 

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
た
方

が
令
和
６
年
中
途
で
死
亡
さ
れ

た
場
合
は
、
死
亡
日
時
点
で
有

効
な
認
定
状
況
に
よ
り
判
定
し

ま
す
。

■「
障
害
者
控
除
」
の
対
象
者

　
介
護
度
が
要
介
護
１
か
ら
要
介

護
５
ま
で
の
方
で
介
護
保
険
の
要

介
護
認
定
に
係
る
主
治
医
意
見
書

口座振替の方は、前日までに
残高を確認してください。

今月の税金
●市県民税・森林環境税（第４期）
●国民健康保険料（第７期）
●後期高齢者医療保険料（第７期）
納期限は1月31日（金）です。

暮
ら
し
・
手
続
き

暮
ら
し
・
手
続
き

単
独
処
理
浄
化
槽
や
く
み
取
り
便
所

の
方
は
下
水
道
へ
の
接
続
を
！
　

下
水
道
課

℡
０
８
５
４-

42-

３
４
７
１

　
建
物
の
所
有
者
は
、
下
水
道
が

使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
日

（
供
用
開
始
日
）
か
ら
、
遅
滞
な

く
排
水
設
備
を
設
置
し
て
、
下
水

道
へ
接
続
す
る
こ
と
が
下
水
道
法

で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◇ 

下
水
道
に
接
続
す
る
と
、
悪
臭

や
害
虫
の
発
生
を
抑
え
生
活
環

境
が
よ
く
な
り
ま
す
。

◇ 

側
溝
や
河
川
が
き
れ
い
に
な

り
、
自
然
環
境
を
守
る
こ
と
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
下
水
道
の
役
割
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
清
潔
で
住
み
よ
い
街
に
す

る
た
め
、
単
独
処
理
浄
化
槽
や
く

み
取
り
便
所
の
方
は
下
水
道
へ
の

接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。
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お
知
ら
せ

子
育
て
・
保
健
・
福
祉

募

　
　集

イ
ベ
ン
ト
情
報

そ
の
他

暮
ら
し
・
手
続
き

申
告
準
備

子
育
て・保
健・福
祉

子
育
て・保
健・福
祉

定
期
予
防
接
種
を 

             

受
け
ま
し
ょ
う

予
防
接
種
対
策
室

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
４
３

　
左
記
の
定
期
予
防
接
種
の
対
象

と
な
る
方
に
個
別
に
通
知
し
て
い

ま
す
。

・ 

麻
し
ん
風
し
ん
２
期

・ 

日
本
脳
炎
２
期

・ 

２
種
混
合

・ 

Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
）

　
定
期
接
種
の
期
間
は
限
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
早
め
に
接
種
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

募
　集

募
　集

市
営
・
県
営
住
宅
の 

　
　
　
　
　 

入
居
者
募
集

建
築
住
宅
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
６
５

◆
市
営
住
宅
な
ど

【
募
集
期
間
】

　
１
月
６
日
㈪
か
ら
１
月
14
日
㈫

17
時
締
め
切
り

【
募
集
団
地
】

　
１
月
１
日
㈬
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
１
月
６
日
㈪
に
島
根
県
住
宅

供
給
公
社
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
へ
掲
載

し
ま
す
。

【
決
定
方
法
】

　
選
考
に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し

ま
す
。

◆�

県
営
住
宅
、
公
社
定
住
促
進

賃
貸
住
宅

　
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

雲
南
住
宅
管
理
事
務
所

８
時
30
分
か
ら
18
時
ま
で

　
　
　（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　
℡
０
８
５
４-

47- 

７
１
５
１

〈市ホームページ〉

の
「
認
知
症
高
齢
者
の
日
常
生
活

自
立
度
」
が
Ⅱ
ａ
、Ⅱ
ｂ
、Ⅲ
ａ
、

Ⅲ
ｂ
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
方

■「
特
別
障
害
者
控
除
」の
対
象
者

① 

介
護
度
が
要
介
護
１
か
ら
要
介

護
５
ま
で
の
方
で
主
治
医
意
見

書
の
「
認
知
症
高
齢
者
の
日
常

生
活
自
立
度
」
が
Ⅳ
、
Ｍ
の
い

ず
れ
か
で
あ
る
方

② 

介
護
度
が
要
介
護
３
か
ら
要
介

護
５
ま
で
の
方
で
主
治
医
意
見

書
の
「
障
害
高
齢
者
の
日
常
生

活
自
立
度
」
が
Ｂ
１
、
Ｂ
２
、

Ｃ
１
、
Ｃ
２ 

の
い
ず
れ
か
で

あ
る
方

■
申
請
の
際
に
必
要
な
も
の

　
介
護
保
険
被
保
険
者
証
、
身
体

障
害
者
手
帳
（
お
持
ち
の
方
）

◆ 

１
級
ま
た
は
２
級
の
身
体
障
害

者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、「
特

別
障
害
者
控
除
」
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
こ
の
認

定
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

◆ 

３
級
か
ら
６
級
ま
で
の
身
体
障

害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、

「
障
害
者
控
除
」
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
要
介
護
認

定
状
況
に
よ
り
「
特
別
障
害
者

控
除
」
に
該
当
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

【
申
請
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先
】

・
長
寿
障
が
い
福
祉
課

・ 

総
合
セ
ン
タ
ー
市
民
福
祉
課
、

市
民
サ
ポ
ー
ト
課

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除

長
寿
障
が
い
福
祉
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
４
２
　

　
傷
病
に
よ
り
お
お
む
ね
６
ヵ
月

以
上
に
わ
た
り
寝
た
き
り
で
、
医

師
の
治
療
を
受
け
て
い
る
方
の
お

む
つ
代
は
、
医
療
費
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

■
医
療
費
控
除
に
必
要
な
書
類
　
　
　

　
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受

け
よ
う
と
す
る
場
合
、
確
定
申
告

の
際
に
次
の
い
ず
れ
か
一
方
の
書

類
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

⑴ 

医
師
が
作
成
し
交
付
す
る
「
お

む
つ
使
用
証
明
書
」

⑵ 

雲
南
広
域
連
合
長
が
無
料
で
交

付
す
る
「
お
む
つ
代
医
療
費
控

除
に
係
る
確
認
書
」

※ 

⑵
は
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定

に
係
る
主
治
医
意
見
書
の
記
載

内
容
が
一
定
の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
方
が
対
象
で
す
。

■�「
お
む
つ
代
医
療
費
控
除
に
係�

る
確
認
書
」
の
交
付
対
象
者
　
　

　
要
介
護
認
定
に
係
る
主
治
医
意

見
書
の
内
容
が
次
の
要
件
を
全
て

満
た
し
て
い
る
方

① 

「
障
害
高
齢
者
の
日
常
生
活
自

立
度
」
が
「
Ｂ
１
、
Ｂ
２
、
Ｃ

１
、
Ｃ
２
」
の
い
ず
れ
か
で
あ

る
こ
と

② 

「
失
禁
へ
の
対
応
と
し
て
の
カ

テ
ー
テ
ル
使
用
」
ま
た
は
「
尿

失
禁
の
発
生
も
し
く
は
発
生
可

能
性
」
が
「
あ
り
」
で
あ
る
こ

と
◆
申
請
に
必
要
な
も
の
　
　
　
　

　
介
護
保
険
被
保
険
者
証

【
申
請
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先
】

・
長
寿
障
が
い
福
祉
課

・ 

総
合
セ
ン
タ
ー
市
民
福
祉
課
、

市
民
サ
ポ
ー
ト
課

日
本
一
短
い
「
感
謝
」
の

手
紙
　
作
品
募
集

社
会
教
育
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
７
３

　
日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち
、
優
し

い
気
持
ち
を
手
紙
に
し
て
送
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
た
く
さ
ん
の
感
謝
の
手
紙
で
、

「
あ
り
が
と
う
の
花
」
を
咲
か
せ

ま
し
ょ
う
。

【
募
集
期
間
】
３
月
14
日
㈮
ま
で

【
応
募
方
法
】

　
応
募
用
紙
は
、
市
立
図
書
館
、

交
流
セ
ン
タ
ー
、
市
役
所
教
育
委

員
会
窓
口
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得

で
き
ま
す
。
窓
口
設
置
の
応
募
箱

に
提
出
い
た
だ
く
か
、
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
（shakai-kyouiku@

city.unnan.shim
ane.jp

）
ま
で

送
信
く
だ
さ
い
。

【
そ
の
他
】

　
応
募
作
品
の
一
部
は
市
報
う
ん

な
ん
な
ど
で
紹
介
し
ま
す
（
応
募

者
氏
名
は
掲
載
し
ま
せ
ん
）。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

雲
南
市
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会

（
事
務
局
：
社
会
教
育
課
）

　
℡
０
８
５
４-

40-

１
０
７
３
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大
阪
学
生
会
館
入
寮
生 

　
　
　（
第
二
期
）
の
募
集

学
校
教
育
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
７
２

　（
公
財
）島
根
県
育
英
会
で
は
令

和
７
年
度
大
阪
学
生
会
館
入
寮
生

（
第
二
期
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
募
集
施
設
】

　
学
生
会
館
（
大
阪
府
吹
田
市
、

個
室
、
定
員
70
人
）

【
寮
費
等
】

・ 

月
額
寮
費
　
５
万
６
千
円（
朝
・

夕
食
付
き
）
そ
の
他
自
室
電
気

料
金

・ 

入
寮
費
　
12
万
円
ま
た
は
15
万

円
（
入
寮
前
に
納
入
）

【
募
集
人
員
】
15
人
程
度

【
応
募
資
格
】

　
島
根
県
で
生
活
経
験
が
あ
り
、

大
学
・
短
期
大
学
・
大
学
院
・
高

等
専
門
学
校
（
４
年
生
以
上
）、

専
修
学
校（
専
門
課
程
）に
在
学
中

か
令
和
７
年
度
進
学
希
望
者
（
進

学
先
未
定
で
も
申
し
込
み
可
能
）

【
申
込
受
付
期
間
】

　
３
月
31
日
㈪
ま
で

【
願
書
提
出
先
】

　
在
学
す
る
高
校
ま
た
は
出
身
高

校
、
大
学
な
ど
の
在
学
者
は
島
根

県
育
英
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
公
財
）
島
根
県
育
英
会

　
℡
０
８
５
２-

28-

１
９
８
１

【問】長寿障がい福祉課　℡ 0854-40-1042

ヘルプマーク・ヘルプカードを知っていますか？

ヘルプマーク・ヘルプカードを見かけた方へのお願い

ヘルプマーク・ヘルプカードの
入手方法

　ヘルプマーク・ヘルプカードは、内部障がいや難病の方、妊娠初期の方など、援助や配慮を必要と
していることが外見からは分かりにくい方が身に付けることで、周囲に援助や配慮が必要であること
を知らせるためのマークです。
　外見からは分からなくても援助が必要な方がいます。

　長寿障がい福祉課か総合センター市民福祉課・
市民サポート課のいずれかにお越しください。
　申請書提出後、その場でお渡しできます。手帳
などの提示は必要ありません。　
　ヘルプカードは申請不要です。窓口に置いてあ
るものをご自由にお持ち帰りください。

（1）公共交通機関では、席をお譲りください。
　外見では健康に見えても、疲れやすかったり、つり革につかまり続けるなどの
同じ姿勢を保つことが困難な方がいます。

（2）駅や商業施設などで、声を掛けるなどの配慮をお願いします。
　交通機関の事故など、突発的な出来事に対して臨機応変に対応することが困難
な方や、立ち上がる、歩く、階段の昇降などの動作が困難な方がいます。

（3）マークなどに記載された内容に従って配慮・支援をお願いします。
　マークなどには「アレルギーの内容」、「ゆっくり話してほしい」、「体調の急変
時には病院に連絡してほしい」等、マークなどを見た方に希望する配慮・援助の
内容が記載されています。

（4）災害時は、安全に避難するための支援をお願いします。
　視覚障がい者や聴覚障がい者等の状況把握が難しい方、知的障がい者や精神障
がい者などで状況判断が難しい方、パニックになってしまう方など自力での迅速
な避難が困難な方がいます。

援助が必要な方のためのマークです。

あなたの支援が必要です。

ヘルプカード

聞聞ここええににくくににののでで、、

筆筆談談ででおお願願いいししまますす。。

記載例

ヘルプマーク・ヘルプカード（島根県ＨＰより）

島根県
ホームページ

私が配慮や手助けをしてほしいこと
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〈申し込みフォーム〉

イ
ベ
ン
ト
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報

第
４
回
体
力
ア
ッ
プ 

　
　
　
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ス

産
業
施
設
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
９
３

【
日
時
】
１
月
20
日
、
27
日
、
２

月
３
日
、
10
日
、
17
日
、
３
月
３

日
、
10
日
、
17
日
（
全
８
回
）

い
ず
れ
も
月
曜
日
、
14
時
か
ら
15

時
ま
で

【
場
所
】
サ
ン
ワ
ー
ク
木
次

【
参
加
料
】
５
千
円
（
全
８
回
）　
　

【
内
容
】
体
力
の
維
持
や
向
上
を

目
的
に
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
バ

ラ
ン
ス
運
動
、
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど

を
行
い
ま
す
。

　
参
加
者
は
教
室
の
際
、
血
圧
、

体
組
成
計
測
定
が
で
き
ま
す
。
　

【
問
い
合
わ
せ
先
】

サ
ン
ワ
ー
ク
木
次

　
℡
０
８
５
４-

42-

９
０
９
０

【問】男女共同参画センター　℡ 0854-42-5678

「第３次雲南市男女共同参画計画（案）」のパブリックコメント（意見募集）
　市の男女共同参画施策を推進するための第３次雲南市男女共同参画計画（案）を取りまとめました
ので、市民の皆さんの意見を寄せてください。
　寄せていただいた意見は、意見に対する考えを整理して公表します。� ※個別の回答は行いません。
【意見募集期間】１月10日（金）から２月10日（月）まで
【縦覧方法】�（1）男女共同参画センター、総合センター�

（2）市ホームページ
【提出方法】所定の様式により、住所、氏名、連絡先を記入のうえ、男女共同参画センターへ持参また
は郵便、ファクシミリ、メール（word 形式のデータ　要添付）で送付してください。

�※電話による受け付けは行いません。
【結果の公表】２月下旬（予定）
【問い合わせ・意見提出先】
男女共同参画センター
〒699-1334　雲南市木次町新市３番地　FAX0854-42-1839
✉danjyokyoudou@city.unnan.shimane.jp

地
雷
撤
去
の
た
め 

書
き
損
じ
は
が
き
募
集
中

教
育
総
務
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
７
１

　（
一
財
）カ
ン
ボ
ジ
ア
地
雷
撤
去

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
地
雷
被
害
を
無
く
す
た
め
、
書

き
損
じ
は
が
き
な
ど
を
集
め
て
換

金
し
、
地
雷
撤
去
団
体
へ
寄
付
し

て
い
ま
す
。

　
は
が
き
２
、３
枚
で
１
㎡
の
地

雷
撤
去
費
用
に
な
り
ま
す
。

【
対
象
品
】

　
書
き
損
じ
・
未
使
用
は
が
き
、

未
使
用
切
手
、
未
使
用
テ
レ
フ
ォ

ン
カ
ー
ド
、
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
な
ど

【
期
間
】３
月
31
日
㈪
ま
で（
必
着
）

【
送
付
先
】

〒
８
１
４-

０
０
０
２

福
岡
市
早さ
わ
ら良
区
西

１-

７-

10-

７
０
２

（
一
財
）
カ
ン
ボ
ジ
ア
地
雷
撤
去

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
　
宛
て

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
一
財
）
カ
ン
ボ
ジ
ア
地
雷
撤
去

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
℡
０
９
２-

８
３
３-

７
５
７
５

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
は

　一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を

財
源
と
し
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と
で

地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と
住
民
福

祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
た
め
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
な
ど
が
運
営
す
る

施
設
や
設
備
の
整
備
に
対
し
て
助
成

を
行
う
も
の
で
す
。

そ
の
他

そ
の
他

令
和
６
年
度 

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

加
茂
総
合
セ
ン
タ
ー
自
治
振
興
課

℡
０
８
５
４-

49-

８
６
０
１

　
宝
く
じ
の
助
成
金
（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
）
を
活
用
し
て
加

茂
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
除
雪
機

１
台
を
購
入
さ
れ
ま
し
た
。

◆
加
茂
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
通
学
路
を
は
じ
め
、
高
齢
者
な

ど
自
力
で
の
除
雪
が
困
難
な
世
帯

宅
か
ら
幹
線
道
路
ま
で
の
除
雪
を

迅
速
に
行
う
こ
と
で
、
安
全
安
心

な
生
活
の
確
保
と
地
域
の
連
携
強

化
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。



26市報うんなん 2025.1

お
知
ら
せ

子
育
て
・
保
健
・
福
祉

募

　
　集

イ
ベ
ン
ト
情
報

そ
の
他

暮
ら
し
・
手
続
き

申
告
準
備

【問】木次図書館　℡ 0854-42-1021　Fax0854-42-2274
　　　大東図書館　℡・Fax  0854-43-6131
　　　加茂図書館　℡ 0854-49-8739　Fax0854-49-8696

蔵書点検による臨時休館
　市立図書館では、３館で所蔵している約16万冊の資料の状態や並べている場所を確認・整理す
るため、下記の日程で臨時休館します。また、この期間中に書棚や資料の移動なども行います。ご
不便をお掛けしますが、ご協力よろしくお願いします。
　【木次図書館】１月15日（水）～１月30日（木）
　【大東図書館】２月３日（月）～２月16日（日）
　【加茂図書館】２月３日（月）～２月17日（月）
　休館期間中の本の返却は返却ポスト、開館している市立図書館、三刀屋・吉田・掛合の各総合セ
ンターや、加茂文化ホールラメール・木次経済文化会館チェリヴァホール・三刀屋文化体育館アス
パルの窓口にお願いします。

雲南市消費生活センター　℡０８５４－４０－１１２３ 　　０８５４－４０－１０３９相談・問い合わせ・出前講座依頼先

くらしの消費生活窓口
〈二次元コード〉その申し込み、定期購入ではありませんか？ 最終確認画面チェックリスト

・定期購入が条件になっていませんか。
・継続期間や購入回数が決められていませんか。
・支払総額はいくらですか。
・契約の際の連絡手段を確認しましたか。
・「解約・返品できるか」、「解約・返品できる場合の条件」など、返品特約や解約条件を確認しましたか。
・お届け予定日や利用規約の内容を確認しましたか。
　　　★申し込み前に「最終確認画面」をスクロールして、最後まで確認しましょう。
　　　★注文画面に表示された「割引クーポン」などの利用時にも再度確認しましょう。
　　　★最終画面はスクリーンショットで保存しましょう。

・�低価格を強調する広告を見て、１回だけもしくは単品のつもりで注文したら「定期購入」だったと
いう相談が多く寄せられています。特にインターネット通販では、申し込み前に必ず最終画面で上
記リストを確認しましょう。
・�特定商取引法では、サイトの最終確認画面で、価格や申し込みの解除などの重要事項を簡単に確認
できる表示を義務付けています。これがなされていなかったり、確認するような表示がなかったり
する場合などは、申し込みを取り消せる場合があります。

◯�困ったときは、一人で悩まずに、すぐに雲南市消費生活センターなど（消費者ホットラインは　局番な
しの１８８）に相談してください。

ひとこと助言

チェックリスト
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図 書 館 だ よ り
市立図書室の利用案内市立図書室の利用案内

市立図書館の利用案内市立図書館の利用案内
木次図書館　℡0854-42-1021　開館時間：10:00～18:00
 １月の休館日１月の休館日     毎週月曜日、年始休館：1日(水)～3日(金)、振替休館日：14日(火)、図書整理日：31日(金)�

※蔵書点検を行います。臨時休館の期間は26ページを確認してください。
 イベント案内イベント案内      ☆�おはなしレストラン　11日(土)（※要申し込み）�

0.1.2レストラン(乳幼児向け)　10:15～、�
おおきい子レストラン(幼児～小学生向け)　11:00～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　������������������　　
大東図書館　℡0854-43-6131　開館時間：10:00～18:00
 １月の休館日月の休館日    毎週金曜日、年始休館：1日(水)～3日(金)、13日(月・祝)、図書整理日：2月1日(土)
 イベント案内イベント案内      ☆こぐまちゃんくらぶ（わらべうた遊びの会　対象：乳幼児とその家族)�

　20日(月)10:30～ (30分程度)(※要申し込み)
＊毎週月曜日午前中（10:00～12:00）は「いいよのじかん」です。�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
加茂図書館　℡0854-49-8739　開館時間：10:00～18:00
 １月の休館日１月の休館日      毎週木曜日、年始休館：1日(水)～3日(金)、13日(月・祝)、図書整理日：31日(金)

新着の本（抄） 市内図書館どこでも借りることができます。貸し出し中の場合は予約(取り寄せ含む)ができ
ます。各館へ問い合わせください。本の検索には、上記二次元コードの雲南市立図書館ホー
ムページ《蔵書検索》を利用してください。

三刀屋図書室（永井隆記念館内）
　電　　話：0854－45－2239
　開館時間：9:00～17:00
　年始休館：��～１月４日（土）
　休 館 日：��毎週月曜日（13日を除く）、

14日（火）、15日（水）

吉田図書室（吉田交流センター内）
　電　　話：0854－74－0219
　開館時間：8:30～17:00
　年始休館：��～１月５日（日）
　休 館 日：毎週土・日曜日、祝日

掛合図書センター“陽だまり館”
� （掛合交流センター内）
　電　　話：0854－62－0189
　開館時間：8:30～17:00
　年始休館：��～１月６日（月）
　休 館 日：毎週日・月曜日、祝日
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人　口･･ 34,455人（－59人）

世帯数･･ 13,561世帯（－13世帯）
令和６年12月１日現在（先月比）

女　性･･ 17,768人（－35人）

男　性･･ 16,687人（－24人）

I N F O R M A T I O N

この印刷物は環境に
配慮し、大豆油にか
わり米ぬか油を使用
したライスインキで
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◀

　令和７年 雲南市消防団出初式　

 と　き  １月12日（日）
　　　　 9:30～　式典
　　　　11:00～　一斉放水（三刀屋川河川敷）

 ところ  三刀屋文化体育館アスパル

 【問】くらし安全室　℡0854-40-1027

　第３回 雲南市歴史文化講座　
豊かな自然に恵まれた雲南市には、さまざまな動植物が存
在しています。その中で特に貴重なものは天然記念物に指
定され、保護の対象となっています。
今回の講座では、天然記念物「海潮のカツラ」と特別天然
記念物「コウノトリ」を取り上げ、それぞれの研究の第一
人者による講演を実施します。

 と　き  ２月１日（土）14:00～16:00

 ところ  大東地域交流センター研修室

 演題・講師 
①「海潮のカツラ～その価値と保全対策について」
　　佐

さ

藤
とう

仁
ひと

志
し

さん（NPO法人しまね樹木医会 理事長）

②「人とコウノトリの共存・共生を目指して
　　　　　　～全国に拡がるコウノトリの現状と課題～」

　　松
まつもと

本令
れ い

以さん（兵庫県立コウノトリの郷公園 主任研究員 獣医師）

 参加費  無料（参加申し込み不要）

 【問】文化財課　℡0854-40-1075

　第18回 雲南神楽フェスティバル　

 と　き  ２月２日（日）10:20開演（開場9:50）～15:15（予定）

 ところ  木次経済文化会館チェリヴァホール

 入場料  前売券1,000円、当日券1,300円（全席自由・税込）　※高校生以下無料、障がい者割引：100円（本人＋介添１人）

順番 団体名 演　目 時　間
① 佐世神楽社中 山

さんじんさい
神祭 10：20～10：50（30分）

② 深野神楽保存会 五
ごぎょう
行 10：55～11：35（40分）

③ 小河内神楽社中 茅
ち
の輪

わ
11：40～12：10（30分）

＝休憩＝ 12：10～13：10（60分）
④ 槻屋神楽保持者会 亥

いのひまつり
日祭 13：10～13：40（30分）

⑤ 山王寺和野神楽社中 国
くにゆずり
譲 13：45～14：25（40分）

⑥ 南加茂貴船神楽社中 八
や と
戸 14：30～15：15（45分）

　　　　　　　 ※上演演目・団体・時間については変更する可能性があります。

 【問】観光振興課　℡0854-40-1054


